
多
の
不
耕
栽
培
に
闘
す
る
研
究

(
第
一
報
告
)

そ
の
一
、
不
耕
栽
培
に
於
り
る
生
育
過
程
に
闘
す
る
研
究

(
第
一
報
)

一

、

研

究

の

課

題

二

、

研

究

の

方

法

一
一
一
、
研
究
の
結
果

-、自

候

件

然

2
、
設

努

-
、
碗

'
究

課

題

の

農

3
、
生

者陸

吉

岡

4
、
収

四
、
考

玉
、
嫡

金

市

士

宅

章

育目置
察要• 

葬
作
に
於
て
、
耕
起
・
整
地
・
中
耕
・
除
草
・
培
土
等
の
耕
転
を
中
，
心
と
す
る
作
業
は
、
普
通
の
栽
培
方
法
に
よ
る
限
り
、
妻
作
所
要
勢

カ
の
約
三
分
の
こ
を
占
め
、
就
中
‘
耕
起
と
整
地
作
業
は
、
普
通
の
栽
培
方
法
に
よ
る
限
り
そ
れ
だ
け
で
、
安
作
所
要
努
力
の
殆
ん
ど
二
分

の
一
を
占
め
て
ゐ
て
、
そ
の
作
業
の
量
が
極
め
て
大
き
い
の
み
な
ら
や
、
そ
の
作
業
の
強
度
が
甚
だ
犬
で
あ
る
が
散
に
、
農
業
努
働
カ
の
減

少
に
従
っ
て
、
と
れ
等
の
作
業
を
遁
期
に
、
而
も
十
分
集
約
に
な
し
と
げ
る
と
と
が
困
難
に
た
っ
て
来
つ
L
あ
る
。
然
る
に
、
妻
の
生
産
を

車
賓
の
不
耕
栽
絡
に
闘
す
る
研
究
ハ
第
一
同
報
告
〉

開
一
九



奈
の
不
掛
府
議
団
唱
に
闘
す
る
研
究
(
第
一
回
磯
信
)

四一一

O

確
保
揖
充
す
る
た
め
に
は
、
適
期
に
播
種
す
る
と
と
が
絶
到
に
必
要
で
あ
る
。
と
と
ろ
で
、
努
力
不
足
の
現
般
に
於
て
は
]
耕
起
、
整
地
等

の
重
作
業
を
在
来
の
ま
h

に
し
て
ゐ
た
の
で
は
、
奏
を
遁
期
に
播
種
す
る
と
と
が
愈
々
困
難
に
な
っ
℃
来
た
の
で
あ
る
。
と
の
努
力
的
に
困

難
な
問
題
は
、
動
力
耕
転
機
に
よ
る
耕
起
整
地
作
業
の
機
械
化
に
よ
っ
て
、
或
程
度
ま
で
は
解
決
さ
れ
る
け
れ
ど
有
耕
起
整
地
す
る
限
り

そ
れ
に
相
首
の
努
費
を
要
す
る
と
と
は
い
ふ
ま
で
も
念
い
。
そ
と
で
、
も
し
、
稲
刈
跡
地
に
不
耕
の
ま
L
で
萎
を
栽
培
す
る
と
と
が
出
来
る

な
ら
ば
、
耕
起
整
地
に
要
す
る
勢
貨
を
節
減
す
る
と
と
が
出
来
る
の
み
な
ら
宇
、
勢
働
技
術
的
に
多
く
の
便
益
が
あ
る
の
で
、
吾
々
は
、
不

整
地
播
、
簡
易
整
地
播
等
に
闘
す
る
現
地
調
菟
を
行
ふ
と
共
に
、
そ
の
最
も
極
限
的
な
不
耕
栽
培
に
闘
す
る
賓
験
的
危
研
賞
を
は
じ
め
た
の

で
あ
る
。

、，J
、，J
、，J

事
実
の
不
整
地
播
、
簡
易
整
地
播
の
最
も
多
く
行
は
れ
て
ゐ
る
地
方
は
、
岡
山
鯨
南
部
地
方
の
米
萎
二
毛
作
地
帯
で
あ
る
が
。

σ明
、
既
に

、，J

、.
J

R
U
 

「
岡
山
臓
に
於
け
る
小
菱
簡
易
整
地
に
つ
い
て
く
」
は
竹
上
静
夫
氏
が
、
「
小
委
播
種
促
進
法
と
し
て
の
不
整
地
播
法
]
。
及
「
小
委
培
牧
法
と

oo--B 

し
て
の
多
株
{
八
播
栽
培
」
く
{
に
つ
い
て
は
字
垣
猛
氏
が
研
究
報
告
(
一
h
-
X
l九
V

せ
ら
れ
て
ゐ
る
・
叉
、
北
海
道
十
勝
地
方
の
畑
一
毛
作
地

ao 

地
滑
に
於
け
る
「
簡
耕
栽
培
法
て
」
に
つ
い
て
は
、
玉
山
賀
氏
が
、
研
究
報
告
(
一
九
四
一
v

せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
最
近
に
於
け
る
と
れ
等
の
研
究
に

よ
っ
て
、
現
賓
に
行
は
れ
て
ゐ
る
菱
の
簡
耕
、
不
耕
栽
培
の
反
省
牧
量
が
低
下
し
な
い
と
と
が
確
認
せ
ら
れ
た
の
み
た
ら
や
、
農
林
省
農
務

局
の
調
奈
げ
刊
に
よ
れ
ば
、
安
の
簡
易
整
地
、
不
整
地
揺
は
概
し
て
反
首
牧
量
の
大
た
る
地
方
に
於
て
多
く
行
は
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
ー
と

れ
等
の
事
賓
は
、
た
と
へ
そ
れ
が
、
従
来
の
耕
転
栽
培
理
論
と
矛
盾
し
ゃ
う
と
も
、
否
、
矛
盾
す
れ
ば
す
る
だ
け
に
、
更
に
積
極
的
に
究
明

せ
.ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
科
事
上
の
問
題
が
現
質
的
に
提
示
せ
ら
れ
℃
ゐ
る
と
い
ふ
べ
き
で
あ
る
。
不
耕
栽
培
に
慨
す
る
研
究
を
更
に
推

進
し
た
け
れ
ば
た
ら
危
い
所
以
で
あ
る
・



の
物
理
的
欣
態
、
就
中
、
土
惜
噴
水
分
と
の
聞
係
を
究
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
け
叫
ん
し
‘
現
地
調
葺
に
従
へ
ば
、

墓
地
播
は
、
特
に
不
耕
栽
培
は
、
乾
燥
す
る
地
方
の
排
水
よ
き
乾
聞
に
於
て
、
多
く
行
は
れ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。

一
般
に
簡
易

獲
の
不
耕
栽
培
に
開
す
る
研
究
は
、
従
来
の
耕
起
・
整
地
・
中
耕
・
除
草
・
培
土
走
行
ふ
普
通
耕
転
栽
培
と
の
船
主
に
於
て

L

建
行
さ
れ

'
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
と
は
い
ふ
ま
で
も
た
い
。
従
っ
て
、
と
の
研
究
に
は
多
く
の
問
題
が
包
括
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
大
別
す

れ
ば
、
そ
の
一
は
、
「
不
耕
栽
培
に
於
け
る
生
育
過
程
に
闘
す
る
研
究
」
で
あ
り
、
そ
の
こ
は
、
円
不
耕
栽
培
に
於
け
る
雑
草
防
除
に
闘
す
る

研
究
」
で
る
り
、
そ
の
さ
は
、
「
不
耕
栽
培
に
於
け
る
努
力
経
済
に
闘
す
る
研
究
」
で
あ
り
、
そ
の
同
は
、
「
不
耕
栽
培
に
於
け
る
地
力
維
持

に
闘
す
る
研
究
」
で
あ
る
。

と
L
に
、
第
一
報
告
と
し
て
報
告
す
る
と
と
ろ
の
も
の
は
、
昭
和
二
ハ
!
七
年
に
賢
施
し
た
普
通
の
耕
起
・
整
地
・
中
耕
・
除
草
・
培
土

し
た
栽
培
法
と
封
比
さ
れ
た
婆
の
「
不
耕
栽
培
に
於
け
る
生
育
過
棋
の
研
究
」
の
第
一
報
で
あ
る
。
姿
の
不
耕
栽
培
に
於
け
る
生
育
過
程
の

研
賓
は
、
耕
起
・
整
地
・
中
耕
・
除
草
・
靖
土
等
の
耕
転
を
中
心
と
す
る
諸
作
業
が
、
萎
の
生
育
に
如
何
た
る
意
義
を
も
う
も
の
で
あ
る
か

を
間
明
せ
れ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
研
究
は
、
生
育
の
終
極
貼
た
る
牧
量
に
つ
い
て
の
み
た
ら
や
、
特
陀
棋
の
費
者
向
過
程
と
土
嬢

=
、
軒

究

の

方

法

委
の
不
耕
栽
培
に
於
け
る
生
育
過
程
に
闘
す
る
研
究
は
、
圃
場
の
貰
際
に
つ
い
て
具
瞳
的
、
綜
合
的
に
寅
施
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

け
だ
し
、
普
通
の
栽
培
法
た
る
耕
起
・
整
地
・
中
耕
・
除
草
・
培
土
を
行
ふ
栽
培
と
不
耕
栽
培
と
の
比
較
研
究
の
如
き
具
髄
的
な
研
究
協
、

研
究
の
封
象
そ
の
も
の
が
、
は
じ
め
か
ら
抽
象
的
・
部
分
的
た

A
と
と
を
許
む
れ
た
い
か
ら
で
あ
る
・
そ
と
で
先
づ
‘
同
一
の
耕
地
の
相
接

副
書
の
不
輔
断
裁
筒
に
闘
す
る
研
究
〈
第
一
線
告
)

四



委
の
不
続
殺
櫨
唱
に
闘
す
る
研
究
〈
第
一
一
報
告
V

四
二
二

す
る
と
と
ろ
で
、
耕
転
と
不
耕
と
の
こ
つ
の
黙
に
於
て
異
る
だ
け
の
こ
つ
の
栽
培
方
法
に
於
け
る
萎
の
生
育
過
程
を
克
明

κ追
究
心
て
、
二

つ
の
栽
培
方
法
に
於
け
る
萎
の
生
育
過
程
の
相
遣
を
明
ら
か
に
す
る
と
同
時
に
、

f

一
そ
の
泌
程
に
あ
ら
は
れ
て
来
る
特
別
な
問
題
に
つ
い
て
は

、，Jn
u
 

噌

A

別
に
特
別
な
貰
験
を
進
め
品
川
更
に
、
問
題
の
性
質
に
感
じ
て
は
、
別
に
捨
象
的
な
賓
験
〈
を
進
め
る
と
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

普
通
の
耕
起
・
整
地
・
中
耕
・
除
草
・
培
土
を
す
る
栽
培
法
は
、
西
日
本
に
於
て
最
も
普
通
に
行
は
れ
て
ゐ
る
と
と
ろ
の
、
そ
し
て
叉
、
本
研

究
所
の
圃
場
に
於
て
従
来
か
ら
行
は
h
v

て
ゐ
る
四
尺
五
寸
聾
・
二
燦
播
と
し
た
。
只
、
不
耕
栽
培
と
の
比
較
研
究
を
正
確
に
す
る
た
め
に
、
播
種
・

溝
へ
種
子
を
一
・
寸
間
隔
を
た
い
て
一
粒
宛
三
列
に
播
い
た
外
は
、
全
く
普
通
の
方
法
に
従
っ
た
。
占
部
農
家
で
質
際
に
行
は
れ
て
ゐ
る
不
耕

栽
培
は
、
現
地
調
査
に
よ
れ
ば
、
稲
株
間
〈
八

i
九
寸
〉
毎
に
、
約
五
寸
間
隔
に
、
深
さ
約
一
寸
の
穴
を
つ
き
、

一
穴
に
五

l
六
粒
宛
播
種

し
て
ゐ
る
が
、
本
研
究
に
於
て
は
、
普
通
栽
培
と
の
比
較
研
究
を
正
確
に
す
る
た
め
に
、
稲
株
間
〈
九
寸
)
毎
に
、
三
寸
間
隔
に
、
深
さ
約

一
・
寸
の
穴
を
つ
き
、

一
穴
に
三
粒
宛
播
種
し
た
・
耕
転
栽
培
、
不
耕
栽
増
共
に
、
首
地
方
で
一
般
に
行
は
れ
て
ゐ
る
や
う
に
堆
肥
を
反
営
二

0
0貰
撒
布
し
て
覆
土
に
代
へ
た
。
播
種
期
は
、
営
地
方
に
於
け
る
播
種
の
遁
期
の
最
終
眼
た
る
十
二
月
「
日
で
る
る
・

施
肥
量
は
、
四
尺
五
寸
聾
・
二
僚
播
の
普
通
耕
転
栽
培
に
於
て
は
、
普
通
の
標
準
に
従
っ
て
、
地
肥
ニ

O
O賀
の
外
に
、
反
官
室
素
ニ
貰
必

燐
酸
一
貫
五

O
O匁
、
.
加
里
一
貫
五

oohゆ
と
し
、
稲
株
間
〈
九
寸
)
毎
に
一
一
一
ず
間
隔
に
賭
播
し
た
不
耕
栽
培
に
於
て
は
、
下
種
面
積
が
回

面
全
面
に
亙
っ
て
を
り
、
普
通
栽
培
の
ニ
僚
播
の
四
尺
五
寸
塑
に
相
賞
す
る
と
と
ろ
に
五
僚
の
密
播
に
友
っ
て
ゐ
る
の
で
、
現
地
調
奈
の
施

肥
例
に
従
っ
て
、
検
肥
二

O
O貰
の
外
に
望
講
を
三
貫
匁
と
し
、
燐
酸
は
二
賞
、
加
里
は
一
貫
五
O
O匁
と
し
た
。
施
肥
量
に
か
主
る
差
を

つ
け
た
の
は
、
両
者
の
比
較
を
出
来
る
限
り
賓
際
の
欣
離
に
於
て
具
情
的
に
た
さ
ん
と
ホ
る
本
研
究
の
目
的
に
添
は
ん
が
た
め
で
あ
っ
て
、

か
主
る
施
肥
量
の
義
は
、
技
量
の
比
較
を
輩
業
一
貫
匁
首
に
つ
い
て
検
剥
す
る
と
止
に
よ
っ
て
、
正
営
化
さ
れ
得
る
わ
け
で
あ
る
a



五
月
二
日
に
は
、
根

生
宙
開
過
程
の
究
明
は
、
従
来
一
般
に
行
は
れ
て
ゐ
る
と
と
る
の
草
丈
、
本
教
の
測
定
の
み
な
ら
や
、
特
に
根
の
生
育
の
比
較
研
究
に
重
黙

を
や
い
た
。
け
だ
し
、
耕
転
紙
態
と
不
耕
扶
態
と
で
は
土
壌
の
物
理
的
構
諸
に
著
し
い
義
英
を
生
ぜ
し
め
る
で
あ
ら
う
か
ら
・
金
生
育
過
程

を
支
配
す
る
で
る
ら
う
と
と
る
の
根
の
生
育
過
程
の
比
較
研
究
が
極
め
て
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
来
る
か
ら
ち
あ
る
。
根
の
生
育
調
査
は
、

十
二
月
一
日
に
播
種
し
た
も
の
を
二
月
二
日
、
三
日
一
一
一
目
、
四
月
二
目
、
五
月
二
日
の
四
回
行
う
た
。
二
月
二
日
と
一
一
一
月
一
一
一
日
に
は
ピ
ン
セ

ッ
ト
苛
以
っ
て
、
妻
株
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
南
牛
の
土
壌
を
丁
寧
に
取
除
い
て
根
を
露
出
せ
し
め
、
棋
を
元
位
置
に
沿
い
で
、
ガ
ラ
ス
板

に
セ
ロ
フ
ァ
ン
紙
を
は
り
つ
け
た
る
も
の
ぼ
主
根
を
窮
し
と
り
(
第
二

1
一
一
一
闘
参
照
)
、
然
る
後
、
姿
株
の
北
宇
の
土
壌
も
取
除
い
て
全
檀

四
月
二
日
に
は
‘
前
と
同
様
に
し
て
露
出
せ
し

め
た
根
の
敷
が
絵
り
に
も
多
く
て
思
し
と
る
と
と
が
困
難
に
な
っ
た
た
め
に
、
寝
耳
に
撮
影
し
た
(
第
六
聞
参
照
va

の
根
を
損
傷
し
な
い
や
う
に
と
り
あ
げ
、
時
楽
し
て
標
本
と
し
た
(
第
四
|
五
圃
参
照
三

が
密
生
し
て
ゐ
て
ピ
ン
セ
ッ
ト
作
業
に
よ
っ
て
露
出
す
る
と
と
が
困
維
に
な
っ
た
た
め
に
、
変
株
よ
り
五
回
は
な
れ
た
と
と
ろ
よ
り
土
壌
生

.

東
西
に
切
り
取
り
、
噴
霧
機
を
以
っ
て
、
そ
の
切
口
の
根
を
洗
ひ
出
し
て
馬
民
に
撮
影
し
た
(
第
七
回
参
照
ヨ
小
委
と
裸
書
賓
と
で
は
、
根
の

性
質
を
異
に
す
る
で
あ
ら
う
か
ら
、
耕
転
般
態
と
不
耕
欣
態
に
劃
す
る
反
躍
を
異
に
す
る
で
あ
ら
う
と
と
は
橡
想
さ
れ
る
と
と
る
で
る
る
。

そ
し
て
、
そ
れ
は
多
く
の
品
種
に
う
い
て
別
に
研
究
さ
れ
た
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
が
‘
本
研
究
に
於
て
は
、
小
委
と
裸
婆
の
常
地

方
の
水
岡
裏
作
に
於
け
る
代
表
的
な
品
種
た
る
白
岡
田
と
コ
ピ
ン
カ
タ
ギ
を
以
っ
て
、
小
萎
と
裸
萎
の
根
の
耕
転
献
態
と
不
耕
欽
態
に
封
ず
る

反
鹿
の
差
異
に
つ
い
て
、
比
較
研
究
す
る
と
と
L
し
た
の
で
あ
る
。

婆
の
生
育
過
程
、
就
中
根
の
生
育
過
程
は
、
土
壌
水
分
の
多
少
と
密
接
な
る
聞
係
を
有
す
る
に
ち
が
ひ
な
い
。
そ
と
で
、
普
通
の
気
象
観

測
に
於
け
る
午
前
十
時
の
気
温
及
び
降
水
量
の
測
定
の
外
に
、
特
に
賞
験
圃
場
に
於
け
る
土
壌
水
分
の
測
定
を
行
っ
た
.
け
だ
し
、
耕
転
扶

圏
賓
の
不
務
議
出
唱
に
圃
帽
す
る
研
究
〈
第
一
穏
釜
〉

四一-一一一



車
置
の
不
緋
栽
憶
に
幽
す
る
研
究
ハ
第
一
回
報
告
)

四
一
一
回

態
と
不
耕
欣
態
と
で
は
、
同
一
の
耕
地
に
於
け
る
同
一
の
降
水
量
も
、
土
壌
水
分
に
著
し
き
差
異
を
生
せ
し
め
る
に
ち
が
ひ
な
い
か
ら
で
あ

る
・
叉
、
同
一
の
降
水
量
も
、
排
水
よ
き
耕
地
と
排
水
不
良
の
耕
地
と
で
は
、
土
壌
水
分
に
著
し
い
差
を
も
た
ら
ず
で
あ
ら
う
か
ら
、
賓
胎
耕

地
は
、
研
究
所
の
圃
場
中
最
も
排
水
よ
き
耕
地
と
最
も
排
水
不
良
の
耕
地
と
の
こ
ケ
所
に
設
け
、
雨
所
に
於
て
耕
転
・
不
耕
栽
培
の
各
々
に

つ
い
て
同
様
の
賓
験
測
定
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
土
嬢
水
分
の
測
定
一を
ば
、
毎
週
定
日
に
一
回
、
午
前
十
時
に
、
安
の
作
依
聞
に

於
て
、
・
地
表
か
ら
一

omの
深
さ
の
土
壌
を
採
取
し
、
一
々
乾
燥
機
に

λ
れ
て
乾
燥
し
て
測
涜
し
た
・

測
定
方
法
に
制
約
さ
れ
た
た
め
で
あ
っ
て
、
簡
易
に
し
て
正
確
な
る
測
定
方
法
さ
へ
あ
れ
ば
は
、
毎
日
測
定
す
る
と
と
が
望
ま
し
い
と
と
は

一
週
一
回
測
定
し
た
の
は
、
か
t
A

る

豆
、
軒

克

の

結

呆

い
ふ
ま
で
も
な
い
。
叉
降
雨
の
直
前
又
は
降
雨
の
直
後
に
測
定
す
る
と
と
も
望
ま
し
い
方
法
で
あ
ら
う
が
、
賓
際
の
測
定
作
業
の
上
か
ら
賓

行
困
難
で
賓
現
し
得
な
か
っ
た
。

ー
、
自

然

保

件

本
研
究
の
如
き
圃
場
に
於
け
る
賓
胎
は
、
人
錆
に
よ
っ
て
支
配
せ
ら
れ
な
い
自
然
の
中
で
行
は
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
先
づ
、
自
然
保
件

の
吟
味
を
し
て
ゐ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
わ
け
で
も
、
降
水
量
と
土
壌
水
分
の
聞
係
、
排
水
よ
き
乾
固
と
排
水
不
良
の
今
乾
閏
に
於
け
る

土
壌
水
分
の
差
具
、
耕
転
欣
態
と
不
耕
猷
態
に
於
け
る
土
壌
水
分
の
襲
化
は
、
本
研
買
に
於
て
は
、
極
め
て
重
要
な
意
味
b
z
も
つ
事
項
で
あ

る
。
け
だ
し
、
自
然
保
件
が
内
躍
に
奥
へ
ら
れ
た
自
然
保
件
と
し
て
ピ
は
な
く
、
排
水
よ
き
乾
田
と
排
水
不
良
の
牛
乾
岡
、
荷
品
開
形
の
四
尺

五
寸
聾
ニ
保
播
の
耕
転
聞
と
平
面
的
な
不
軌
聞
に
於
て
は
、
奥
へ
ら
れ
た
る
自
然
保
件
の
う
け
入
れ
方
が
、
排
水
の
良
否
.
耕
・
不
耕
と
い



ふ
保
件

'の
祖
遣
に
よ
っ
て
著
し
く
具
る
か
ら
で
あ
る
@
そ
と
で
、
前
記
.0
方
法
で
、
毎
週
一
回
測
定
し
た
土
壌
水
分
(
容
量
d

ど
を
、
水
分

測
定
前
一
週
間
の
降
水
量
と
封
比
し
て
表
示
す
れ
ば
、
第
一
表
の
如
く
で
あ
る
。
降
水
は
毎
日
あ
る
・
わ
け
で
は
な
く
、
従
っ
て
、
そ
の
日
差

如
く
で
あ
る
。

は
極
め
て
大
き
い
か
ら
‘
そ
の
日
k

の
量
を
、
気
温
と
共
に
固
一
不
し
、
排
水
よ
き
乾
田
の
土
壌
水
分
と
封
比
し
て
闘
一
不
す
れ
ば
、
第
一
闘
の

第
一
闘
表
に
明
示
さ
れ
て
ゐ
る
如
く
、
排
水
よ
き
乾
田
に
於
て
は
、
耕
転
栽
培
地
の
土
壌
水
分
は
、
不
耕
栽
培
地
の
そ
れ
よ
り
も
一
般
に

第マ表耕、不耕栽培tc於ける土壌水ニミ

分比較 〈容置%)

土鍾水分
耕、不幸井、学乾田乾田別

土揮測水
分定 測1定週間日前の 耕転籍倍地 不鱗栽賂地
の月日 降水量

nlnl 
100%.4 88%.497%.181悼.1 12. 3 8.0 

10 27.7 104.1 85.3 109.3 
凱7a0L11 17 4.4 89.2 74.8 ffl.6 

24 15.4 91.7 80.9 94.0 80.0 11 

31 19.6 98.9 79.7 100.4 76.9 11 

1.8 2.8 92.4 73.8 97.4 78.7 11 
14、 1.6 11M 70.7 87.1 78.1 

21 一 87.8 回.6 101.9 74.5 

28 一 位。 昭!.3 87.0 76.8 

2. 4 22.0 90.2 75.5 106.2 84.4 

11 一 92.3 回.6 88.7 71.1 

18 1.9 回.5 66.3 95.0 76.1 

25 36.r 103.3 82.6 113.4 78.7 

3.4 4.9 

11 部.7

18 14.5 

25 22.8 100.0 76.2 印.0 回.9

4.1 31.6 85.5 76.9 94.0 87.3 1， 

8 20.2 117.日 72.0 97.4 倒.0 I ~ 

15 7.7 90.9 57.4 8'7.2 70.4 1' 

22 3L7 89.9 66.3 95.9 84.3 11 

29 13.7 91.7 弱J 銘.4 77.1 

5.6 却'.6 68.1 回.6 94.6 89.9 

13 51.4 91.3 臨5 89.9 82.6 

20 33.8 

'zl 13.3 

車
置
の
不
耕
裁
倍
に
関
す
る
研
究
(
第
一
報
告
〉

阿
ぺ
五

3局4.11.18，5周a.却ぬ土鰻水分はg放のた

め正確に測定し得なかったので除外した。

備考



土担軽水分(容量必〉気温(午前10時〉降水量(日量〉

姿
の
不
紛
議
団
帽
に
測
す
る
研
究
(
第

一
報
告
)
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内
二
六

少
な
い
。
と
れ
は
極
め

τ賞
然
の
と
と

で
あ
っ
て
、
耕
転
栽
培
地
は
丞
陳
に
富

む
高
さ
約
七
寸
の
蒲
鉾
形
の
四
尺
五
寸

唱
で
あ
る
か
ら
、
平
面
的
た
宰
陳
の
な

い
不
耕
栽
培
地
よ
り
も
、
よ
く
乾
燥
す

る
お
ら
で
あ
る
。
問
題
は
、
そ
の
乾
燥
程

度
、
邸
ち
土
壌
水
分
の
合
有
量
が
萎
の

生
育
に
と
っ
て
適
度
で
あ
る
か
、
叉
、

そ
の
季
節
的
援
化
が
萎
の
生
育
過
程
に

於
け
る
水
分
の
要
求
に
遁
合
L
て
ゐ
る

か
、
否
か
に
あ
る
。
吾
々
が
、
別
に
同

時
に
行
っ
た
「
婆
作
の
土
壌
水
分
に
閥

す
る
研
究
」
に
よ
れ
ば
、
奈
の
金
生
育
期

聞
を
通
じ
て
、
裸
事
実
コ
ピ
ン
カ
タ
ギ
は

土
壌
飽
和
水
量
の
八

C
M、
小
委
畠
聞

は
九
O
%の
土
壌
水
分
の
も
の
が
、
最



も
よ
く
生
育
し
、
更
に
、
生
育
過
程
時
期
別
に
み
れ
ば
、
裸
婆
(
コ
ピ
ン
カ
グ
ギ
)
小
委
へ
畠
悶
)
共
に
、
出
穂
期
以
後
の
土
壊
水
分
九

Ounの
も

の
が
、
最
大
の
牧
量
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。
し
て
み
れ
ば
、
不
耕
栽
培
地
の
土
壌
水
分
が
、
耕
転
栽
培
地
の
そ
れ
よ
り
も
一
般
に
多
く
、

特
に
閲
月
以
後
の
土
壌
水
分
が
、
大
値
八

O
M以
上
で
る
る
の
に
、
耕
転
栽
培
地
の
そ
れ
が
六

O
%以
下
に
低
下
す
る
と
と
さ
へ
あ
っ
た
と

い
ふ
ど
と
は
、
不
耕
栽
培
地
の
方
が
土
壌
水
分
に
闘
し
で
は
、
昭
和
二
ハ

l
七
年
の
如
き
気
象
僚
件
の
下
に
於
て
は
、
却
っ
て
よ
い
僚
件
に

ゐ
か
れ
た
わ
け
で
あ
る
・
排
水
不
良
の
宇
乾
悶
に
於
て
は
、
土
壌
水
分
は
、
排
水
よ
き
乾
聞
に
於
け
る
よ
り
も
一
般
に
多
く
、
概
ね
九
O
d
n

以
上
で
あ
る
が
‘
降
雨
後
に
降
水
が
地
表
面
に
停
滞
す
る
や
う
な
と
と
は
た
か
っ
た
。
叉
、
排
水
不
良
の
学
乾
田
に
於
て
は
耕
転
栽
培
地
と

不
耕
栽
培
地
と
の
水
分
の
聾
化
は
、
排
水
よ
き
乾
聞
に
於
け
る
如
く
規
則
的
で
は
た
く
、
耕
転
栽
培
地
の
方
が
多
い
場
合
と
不
耕
栽
培
地
の

方
が
多
い
場
合
と
が
あ
る
，
大
煙
、
水
分
測
定
日
前
一
週
間
の
降
水
量
が
二
五
耗
以
上
で
而
も
そ
の
降
水
が
遡
の
後
今
に
る
っ
た
場
合
は
土

壌
水
分
は
不
耕
栽
培
地
の
方
が
多
い
(
一
二
月
一

O
日
、
二
月
四
目
、
二
月
二
五
日
、
四
月
一
目
、
四
お
一
一
一
一
目
、
五
月
六
日
)
ゃ
う
で
あ

る
・
そ
れ
は
臼
々
の
土
壌
水
分
と
降
水
量
と
耕
・
不
耕
欣
態
に
於
け
る
そ
れ
の
費
化
が
精
密
に
測
定
3
れ
た
上
で
、
更
に
検
討
し
念
け
れ
ば

去
ら
友
い
問
題
で
あ
る
が
.
日
本
の
水
田
裏
作
に
遁
ず
る
小
委
が
、
最
近
の
越
困
珍
氏
の
賞
験
に
よ
れ
ば
、
土
壌
水
分
一

oounで
最
も
よ

、Joa 

く
生
育
し
、
最
も
多
く
の
牧
量
を
も
た
ら
し
て
ゐ
る
事
賞
。
か
ら
す
れ
ば
、
委
の
生
育
の
た
め
に
は
必
や
し
も
、
悪
い
僚
件
に
お
か
れ
た
わ

け
で
は
な
い
ゃ
う
で
あ
る
・
そ
れ
が
事
会
の
生
育
と
牧
量
に
如
何
な
る
結
果
を
も
た
ら
し
た
か
は
、
下
記
の
如
く
で
あ
る
。

2
、
強

芽

播
種
(
一
二
月
一
日
〉
後
三
五
日
目
の
一
月
四
日
に
費
芽
生
長
紙
態
の
調
査
を
行
っ
た
。
耕
転
栽
培
地
に
於
て
は
、
前
記
の
如
く
二
僚
の

播
種
溝
に
一
寸
間
隔
に
三
列
一
粒
宛
播
種
し
て
あ
る
も
の
を
、
不
耕
栽
培
地
の
三
寸
間
隔
に
三
粒
宛
穴
播
し
て
あ
る
も
の
と
比
較
す
る
た
必

委
の
不
餅
隷
協
唱
に
鋼
ず
る
研
帽
丸
〈
第
一
報
告
)

四
二
七



， 

E
Z

の
不
耕
栽
筒
に
開
示
る
研
究
(
第
一
級
笥
)

阿一一八

に
一
株
と
見
倣
じ
て
各
区
一

O
O株、一一一
O
O粒
宛
、
楳
・
小
委
品
種
別
に
二

O
O株
、
六

O
O粒
宛
、
耕
・
不
耕
別
に
問
O
O株、

O
粒
宛
を
調
査
L
た
る
に
、
第
二
表
の
如
く
で
あ
っ
た
。

一
二

O

鵠
ハ
叫
州

事
'
剖
川
事
掛
市
部
内
出
。
ミ
・
が
勝
山
哨
除
唖
涛
婦

ハH
N
泊

H
a
滋
麟
H
温
品
田
郵
刷
阿
)

ー
市
品
川
ヰ
j
j
j

一
日
間
川
1
1且
止
旦
同
一
割
建
一
忠
商
品

~
よ
い
で
よ
抱
一
三
ー
ヤ
一
lw
ー平一山一れ一れ一
s
一喜子

uu百
羽
E
出
出
出
自
由
出
引
~
一
川
一

娘一u
勺
白
石
川
叩
一
土
士
坐
土
自
竺
士
宮
一
!
一
B

U

一
:
同
伴
百
州
回
制
掛
町
引
七

。

~ 

制
導
掛
即
位
山

己.
d 

α2 

b¥ 

呂 勾

~ 
8 

8 

耕
転
栽
培
地
と
不
耕
栽
培
地
の
蛮
芽
生
長
率
生
比
較
す
れ
ば
、
前
者
の
六
七
dw
に
劃
し
て
後
者
は
六
九
%
で
あ
る
。
邸
ち
、
不
耕
栽
培
地
の

強
芽
生
長
率
は
耕
転
栽
培
地
の
そ
れ
に
比
し
て
低
下
し
て
は
ゐ
な
い
。
裸
萎
(
コ
ピ
ン
カ
タ
ギ
V

と
小
萎
(
畠
閏
)
と
を
比
較
す
れ
ぼ
、
小
委
(
畠

田
〉
の
稜
芽
生
長
率
が
一
般
に
高
く
、
特
に
耕
転
栽
培
地
で
は
裸
萎
(
ヨ
ピ
シ
カ
タ
ギ
)
七
四
dn
同
封
し
て
、
不
耕
栽
培
地
で
は
小
萎
(
畠
田
V

七

七
um
で
あ
る
。
b
T
乾
田
と
乾
田
と
を
比
較
す
れ
ぽ
、
乾
田
の
蛮
芽
生
長
率
が
一
般
に
高
〈
、
耕
転
栽
培
地
で
は
楳
萎
(
コ
ピ
シ
カ
夕
、
ギ
)
の
乾
岡



八
O
U
W
陪
劃
し
て
宇
乾
同
六
七
un
、
小
婆
(
畠
悶
v
の
乾
同
七
O
U
W
に
劃
し
て

牛
乾
田
五
五
dm
で
あ
り
、
又
、
不
耕
栽
培
地
で
は
裸
萎
(
コ
ピ
ン
カ
タ
ギ
〉
の

乾
田
七
八
%
に
到
し
て
牛
乾
同
四
五

dw、
小
委
(
畠
田
v
の
乾
田
七
九
%
に
劃

し
て
宇
乾
田
の
七
六
%
で
あ
る
。
傘
・
乾
田
の
護
芽
生
長
率
が
、

一
般
に
著
し

〈
低
い
の
は
、
既
に
第
-
表
に
明
示
さ
れ
た
如
く
‘
播
種
賞
時
に
於
け
る
土

壊
水
分
が
一

oodwを
越
え
た
か
ら
で
あ
ら
ろ
。
叉
、
裸
婆
〈
コ
ピ
シ
カ
タ

ギ
}
の
資
芽
生
長
率
が
不
耕
の
b
T
乾
問
に
於
て
特
に
著
し
く
低
い
の
は
、
そ

れ
が
、
土
壊
水
分
の
過
多
(
一

O
九
・
五
%
)
に
劃
し
て
弱
く
、
根
、
特
に
幼

相
慨
が
土
壌
の
膨
軟
で
な
い
と
と
ろ
で
な
い
と
よ
く
生
長
し
た
い
性
質
の
も
の

で
あ
る
も
の
h
如
く
で
あ
る
・
と
の
と
と
を
閉
明
す
る
た
め
に
も
、
根
の
生

長
過
棋
が
迫
究
し
な
け
れ
ば
-
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
共
の
問
題
で
あ
る
・

3
、
生

育

播
種
(
一
二
月
一
日
〉
後
二
ヶ
月
目
の
二
月
二
目
、
一
二
ヶ
月
目
の
一
二
月
一
一
一
日

間
ヶ
月
目
の
四
月
二
口
、
五
ヶ
月
間
の
五
月
二
日
に
、
夫
々
生
育
調
奈
を
行

っ
た
.
生
育
調
奈
は
耕
転
栽
培
の
も
の
は
、
舗
の
一
列
三
粒
を
一
株
と
見
倣

し
、
不
耕
栽
培
の
も
の
は
一
穴
三
粒
を
一
株
と
し
て
、
地
上
部
の
草
丈
、
本

委
の
不
輔
耕
栽
櫨
唱
に
闘
す
る
研
究
(
第
一
録
音
》

第 三 表 排‘不耕栽培i乙於ける生育欣態比較

(12周 1日情露、視の生育炊懸を調査せるもの L草丈及本敏〉

耕、不
耕別

書井伝裁活

不餅~箔

四
一
一
九



寄
の
不
紛
議
出
貯
に
聞
す
る
研
究
(
第
一
報
告
一
v

四
三

O

散
の
み
な
ら
歩
、
特
に
地
下
部
の
根
の
生
長
過
程
に
重
黙
を
沿
い
て
調
杏
一
じ
た
・
楓
り
取
っ
て
棋
の
生
長
過
程
を
調
査
し
た
も
の
L
草
丈
.

及
本
数
は
、
第
三
衰
の
如
く
で
あ
9
た。

圃
場
に
生
育
せ
る
萎
の
棋
の
生
育
扶
態
の
調
査
は
、
安
を
銅
取
ら
な
け
れ
ば
出
来
な
い
か
ら
、
生
育
状
態
注
調
査
じ
た
も
の
は
、
所
定
の

調
査
を
完
了
す
れ
ば
燈
築
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
第
三
表
の
激
字
は
、
普
通
の
立
毛
の
生
育
調
官
刊
に
於
け
忍
如
く
、
同
一
例
慣
に
つ
い
て
の
草

丈
と
本
散
を
示
す
も
の
で
は
な
い
が
、
概
し
て
、
不
耕
栽
培
の
も
の
L
地
上
部
の
生
育
は
、
耕
転
栽
培
の
そ
れ
に
比
し
て
劣
悪
で
は
た
い
。

地
下
郵
の
根
の
生
育
枇
態
の
調
官
況
の
封
象
と
な
ワ
た
も
の
は
、
中
庸
の
生
育
を
・
な
せ
る
一
穴
三
粒
か
ら
費
芽
生
長
じ
た
一
株
(
不
耕
栽
培
)

又
は
一
寸
間
隔
積
一
列
三
粒
か
ら
費
芽
生
長
し
た
一
列
(
耕
転
巷
培
}
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
ピ
ン
セ
ッ
ト
に
よ
る
棋
の
露
出
笠
来
に
於
て
、

も
し
も
棋
乞
切
断
し
た
場
合
は
、
更
め
て
戎
の
株
〈
又
は
列
V

に
銅
り
準
ま
・
な
け
れ
ば
た
ら
た
い
か
ら
、
絶
封
的
危
意
味
に
於
け
る
標
準
的

な
生
育
を
た
せ
る
も
の
の
み
と
い
ふ
・
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
が
、
暑
K

中
略
帽
の
生
育
を
な
せ
る
も
の
に
つ
い
て
調
議
し
た
の
で
あ
る
・
今
、
播

種
〈
一
一
一
月
一
日
〉
後
二
ヶ
月
(
二
月
二
日
V

及
一
二
ケ
一
月
(
三
月
三
日
〉
円
に
調
脊
し
た
も
の
L
根
の
前
記
の
如
き
方
法
で
馬
し
取
っ
た
も

の
を
圏
一
示
す
れ
ば
、
第
二
j
一
一
一
闘
の
如
く
で
あ
る
・

と
の
復
窮
闘
は
、
安
株
(
列
)
を
中
心
と
し
て
南
牛
分
の
棋
を
ピ
ン
セ
ッ
ト
で
掛
り
出
し
て
、
そ
の
棋
を
元
位
置
に
沿
い
て
、
ガ
ラ
ス
板

に
セ
ロ
フ
ア
シ
紙
を
は
り
つ
け
て
、
主
根
を
馬
し
と
っ
た
も
の
を
更
に
復
窮
し
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
主
根
の
甫
半
分
が
描
き
出
さ
れ

て
ゐ
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
全
世
の
根
及
び
地
上
部
は
、
後
に
全
部
を
銅
り
取
ジ
て
陪
葉
し
た
。
そ
れ
の
お
民
の
牟
乾
田
の
も
の
は
、
第
四

ー
五
闘
に
一
不
す
如
く
で
あ
る
。

と
L
で
注
目
す
べ
き
は
、
牛
乾
同
に
於
け
る
不
耕
栽
培
の
も
の
L
棋
の
生
育
が
、
耕
転
栽
培
の
そ
れ
に
比
し
て
、
悪
く
友
い
と
い
ふ
と
と

/ 
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で
あ
る
・
特
に
小
要
《
畠
田
〉
と
裸
窓
会
〈
コ
ピ
ン
カ
タ
ギ
}
を
比
較
す
れ
ば
、
小
委
〈
畠
田
)
は
不
耕
栽
培
に
於
て
、
根
の
生
育
が
却
っ
て
よ
い
位
で

あ
る
。
と
の
事
貰
は
、
費
芽
生
長
紙
態
の
傾
向
と
同
じ
で
あ
る
。
四
月
以
後
の
棋
の
生
育
調
査
は
、
細
根
が
密
生
す
る
た
め
に
、
正
確
に
調
益

し
、
記
録
す
る
と
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
っ
た
が
、
四
月
二
日
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
第
六
聞
に
示
す
如
く
、
耕
転
栽
培
の
棋
の
物
生
皮
は
、

不
耕
栽
培
の
そ
れ
に
比
し
て
一
層
密
で
あ
り
、
五
月
二
日
の
調
査
に
於
て
も
、
第
七
聞
に
示
す
如
く
、
亦
さ
う
で
あ
っ
た
。
と
れ
は
、
耕
転

栽
培
の
も
の
は
一
寸
間
隔
に
横
一
列
に
一
一
一
粒
播
で
次
の
横
一
列
へ
の
間
隔
も
亦
一
寸
で
あ
る
に
封
し
、
不
耕
栽
培
の
そ
れ
は
一
穴
三
粒
播
で

戎
の
穴
へ
の
間
隔
が
一
一
一
寸
で
あ
る
た
め
に
、
根
の
長
く
伸
長
す
る
四
月
以
後
に
於
て
は
、
棋
が
共
の
株
叉
は
列
ま
ち
伸
び
て
来
る
か
ら
、
株

列
聞
の
狭
い
耕
転
栽
培
に
於
け
る
も
の
は
、
土
壌
pb
E

掘
り
起
し
た
断
面
に
、
次
の
株
列
の
根
が
多
く
露
出
さ
れ
て
来
る
か
ら
で
あ
っ
て
、
不

耕
栽
培
の
棋
の
生
育
が
と
の
時
期
に
特
に
劣
悪
に
な
っ
た
も
の
で
は
な
い
ゃ
う
で
あ
る
・
と
の
と
と
は
、
牧
量
調
奈
は
よ
っ
て
、
綜
合
的
に

判
定
さ
れ
怠
け
れ
ば
た
ら
な
い
。
そ
れ
が
確
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
最
後
の
問
題
で
あ
る
。

4
、
牧

量

生
育
過
程
の
最
後
の
綜
合
的
危
比
較
は
、
現
質
的
な
牧
量
調
盗
に
よ
っ
て
判
定
さ
れ
た
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
耕
・
不
耕
別
、
裸
・
小
委
口
問

種
別
、
宇
乾
・
乾
岡
別
、
施
肥
量
別
の
反
首
牧
量
並
に
窒
素
一
貫
匁
賞
牧
量
及
そ
の
質
を
標
示
す
る
も
の
と
し
て
の
一
升
重
量
、
反
省
殻
粒

重
量
と
そ
の
綿
乾
物
量
に
封
す
る
割
合
一
を
み
る
に
第
四
表
の
如
く
で
あ
る
・

耕
・
不
耕
栽
培
の
反
首
枇
量
を
比
較
す
る
に
耕
転
栽
培
に
於
て
は
、
窒
素
二
貫
施
肥
に
封
し
て
裸
萎
〈
コ
ピ
ン
カ
タ
ギ
)
の
b
T
乾
・
乾
田
平
均

一
で
九
二
五
石
、
同
じ
く
小
菱
(
自
問
団
〉
二
・
八
五
五
石
、
裸
事
実
小
委
平
均
一
、
一
・
八
九
石
v

不
耕
栽
培
に
於
て
は
、
窒
素
三
貫
施
肥
に
劃
し
て
裸
事
会

《
コ
ピ
ン
カ
グ
ギ
)
A
T
乾
・
乾
同
平
均
四
・
一
一
一
五
石
、
同
じ
く
小
委
(
畠
悶
〉
凶
・
一
五
五
石
、
裸
萎
小
萎
平
均
四
・
二
五
石
で
あ
る
・
空
棄
の
施
肥
量

置
習
の
不
耕
輔
楓
櫨
唱
に
闘
す
る
研
究
(
第
一
線
告
〉

四
三
三



寓
置
の
不
務
総
矯
に
帽
す
る
研
究
(
第
一
般
雀
u

が
国
費
る
か
ら
、
更
に
窒
業
一
貫
匁
営
牧
量
に
つ
い
て
み
る
に
、
耕
転
栽
培
に
於
て

は
、
裸
萎
コ
ピ
ン
カ
グ
ギ
・
の
b
T
乾
・
乾
田
平
均
一
・
四
六
石
、
同
じ
く
小
委
(
島
田
V

一
・
間
三
石
、
裸
小
委
平
均
一
・
四
五
石
、
不
耕
栽
培
に
於
て
は
、
裸
萎
(
コ
ピ
ン
カ
タ

ギ
〉
の
半
乾
・
乾
田
平
均
一
・
四
五
石
、
同
じ
く
小
委
(
畠
田
v
了
三
八
石
、
裸
萎
小

菱
平
均
一
・
四
二
石
で
、
窒
素
一
貫
匁
富
の
牧
量
に
犬
差
は
な
い
。
又
、
生
産
物
。

質
b
L
標
示
す
る
も
の
と
し
て
の
一
升
の
重
量
を
み
る
に
、
不
耕
栽
培
の
も
の
が
、

耕
転
栽
培
の
も
の
に
比
し
て
一
般
に
重
く
、
更
に
組
乾
物
量
に
劃
す
る
殻
粒
重
量

の
割
合
に
つ
い
て
み
て
も
、
不
耕
栽
培
の
も
の
が
、
耕
転
栽
培
の
も
の
に
比
し
て

一
般
に
大
で
あ
る
・
不
耕
栽
培
に
於
て
、
施
肥
量
の
差
が
捨
象
さ
れ
た
窒
素
一
貫

一
升
の
重
量
が
重
く
、
組
乾
物
量
に
封
ず
る
殻
粒

匁
首
の
牧
量
に
大
差
が
な
く
、

重
量
の
割
合
が
犬
で
あ
っ
た
と
い
ふ
と
と
は
、
不
耕
と
い
ふ
僚
件
が
、
委
の
生
育

過
程
に
、
犬
し
た
不
都
合
を
生
ぜ
し
め
な
か
っ
た
と
と
を
示
す
も
の
h
如
く
で
る

る
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
別
に
考
察
さ
れ
友
け
れ
ば
な
ら
な
い
・

園
、
考

察

本
質
験
に
於
て
、
不
耕
栽
培
に
於
け
る
費
芽
・
生
育
・
牧
量
が
、
耕
転
培
栽
の
そ

回=一随一

(反;1'換算〉
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れ
に
比

L
て、

一
般
に
怒
〈
た
か
合
た
と
い
ふ
と
と
が
、
如
何
な
る
理
由
に
基
く
も
の
?
あ
る
が
宣
湾
察
す
る
に
、
そ
の
第
一
一
円
不
耕
栽

培
に
於
げ
る
土
壌
水
分
の
保
有
量
及
そ
の
季
節
的
慶
化
が
、
昭
和
二
nia--七
年
の
如
き
気
象
僚
件
の
下
に
於
て
は
、
第
一
表
に
明
示
さ
れ
た

如
く
、
耕
転
栽
培
の
そ
れ
に
比
し
て
、
菱
の
生
育
に
と
っ
て
は
、
決
し
て
悪
く
か
仏
い
朕
態
に
沿
か
れ
た
か
ら
で
あ
ら
う
e

と
の
と
と
は
、
更

に
「
婆
作
に
於
け
る
土
壌
水
分
に
開
す
る
研
究
」
に
於
て
、
賓
験
的
に
設
明
せ
ら
れ
た
け
れ
ば
た
ら
な
い
@
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
同
時
に
並

行
し
て
行
っ
た
賓
験
成
績
を
別
に
報
告
す
る
で
あ
ち
ろ
。

そ
の
第
二
は
、
委
の
根
は
、
稲
作
跡
地
を
耕
転
し
た
く
て
も
よ
く
地
中
に
伸
長
す
る
と
と
が
出
来
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
ら
う
。
そ
れ

が
婆
の
本
性
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
更
に
「
萎
の
根
に
闘
す
る
研
究
」
に
於
て
、
裸
小
委
別
・
品
種
別
に
貸
験
的
に
哲
明
さ
れ
去
け
れ
ば
た

ら
注
ぃ
，
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
別
に
貰
験
が
進
め
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
近
く
報
告
す
る
蓮
び
に
至
る
で
あ
ら
う
。

そ
の
第
一
一
一
は
、
本
質
験
の
不
耕
栽
帽
に
於
て
は
、
畦
間
九
寸
・
株
間
三
寸
・
一
二
粒
熔
で
悶
面
一
面
が
下
種
面
積
化
さ
れ
た
か
ら
、
普
通
の
間

尺
五
寸
塑
・
二
僚
播
の
そ
れ
に
比
し
て
、
土
地
面
、
従
っ
て
叉
陽
光
の
利
用
率
が
著
し
く
高
ま
り
、
そ
れ
故
に
、
施
肥
量
を
多
く
し
て
も
、
窒

素
一
貫
首
の
牧
量
が
殆
ん
ど
低
下
し
た
か
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
と
の
と
と
は
、
耕
・
不
耕
栽
培
に
於
て
施
肥
量
を
等
し
く
し
た
場
合
及
願
次

に
施
肥
量
b
E

増
減
襲
化
し
た
場
合
に
如
何
な
る
結
果
を
も
た
ら
す
か
に
つ
い
て
、
更
に
確
脅
さ
れ
怠
け
れ
ば
な
ら
左
い
。
そ
れ
に
つ
い
て
は

い
づ
れ
報
告
す
る
で
あ
ら
う
。

別
に
賓
験
が
進
め
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
、

本
質
験
の
反
賞
収
量
が
施
肥
量
の
割
合
に
比
較
的
大
で
あ
る
の
は
、
研
究
所
の
圃
場
に
於
て
は
、
年
h

の
婆
秤
・
稲
葉
の
殆
ん
ど
全
部
b
L
堆

肥
と
し
て
耕
地
に
還
元
さ
れ
て
肥
沃
度
が
高
め
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
ら
う
。
又
、
本
質
験
に
於
て
は
、
除
草
剤
は
使
用
し
た
か
っ
た
の
で

あ
る
が
、
不
耕
栽
培
に
於
て
も
婆
の
生
育
に
影
響
す
る
と
認
め
ら
れ
る
程
に
は
雑
草
は
繁
茂
し
た
か
っ
た
し
、
乾
燥
不
良
の
傘
乾
聞
に
於
で

E
R

の
不
耕
輔
叫
焔
に
爾
ず
る
研
究
ハ
修
一
回
報
告
)

四
三
五



車
置
の
不
務
隷
拙
帽
に
聞
す
る
研
究
ハ
第
一
被
告
)

四
三
六

6
.
降
水
後
地
表
蘭
に
降
水
が
停
滞
す
る
や
う
な
と
と
も
な
か
っ
た
。
と
れ
等
の
と
と
も
亦
一
般
に
‘
就
中
、
不
耕
-
b
T
乾
田
の
牧
量
を
低

下
せ
し
め
な
か
っ
た
理
由
と
託
っ
た
で
あ
ら
う
。
雑
草
の
費
生
多
き
と
と
ろ
の
不
耕
栽
培
及
び
強
粘
土
及
砂
質
土
等
土
質
を
異
に
す
る
場
合

の
不
耕
栽
培
に
つ
い
て
は
、
つ
ピ
い
て
、
第
二
、
一
一
一
報
告
に
報
告
す
る
如
く
で
あ
る
。

玉
、
摘

要

委
作
作
業
の
質
的
に
も
量
的
に
も
主
要
な
部
分
を
占
め
る
耕
転
を
省
略
し
て
、
稲
作
跡
地
へ
不
耕
の
ま
L
萎
を
栽
培
し
て
、
普
通
の
耕
転

栽
培
と
の
比
較
に
於
て
そ
の
生
育
過
程
を
土
福
水
分
の
盤
化
と
根
の
生
育
に
重
離
を
沿
い
て
迫
究
し
た
る
に
戎
の
結
果
を
得
た
。

て
土
壌
水
分
の
保
有
量
と
そ
の
季
節
的
費
化
は
、
昭
和
一
六

i
七
年
の
如
き
信
用
品
獄
後
件
の
下
に
於

τは
、
耕
転
栽
培
ぷ
比
し
て
不
耕
栽
培

の
方
が
窓
会
の
生
育
に
と
っ
て
却
っ
て
良
好
訟
献
態
に
あ
っ
た
。

二
、
妻
の
費
芽
生
長
献
態
は
、
不
耕
栽
培
は
耕
転
栽
培
に
比
し
て
悪
く
は
な
か
っ
た
が
、
裸
萎
(
コ
ピ
ン
カ
タ
ギ
)
の
b
T
乾
問
・
不
耕
栽
培
の

そ
れ
は
梢
々
不
良
で
あ
っ
た
。

三
、
窓
会
の
生
育
欣
態
、
就
中
棋
の
生
育
状
態
も
、
不
耕
栽
培
の
も
の
か
、
耕
転
栽
培
の
そ
れ
に
比
し
て
悪
く
は
な
か
っ
た
・
小
菱
(
畠
閏
)
は

二
三
月
の
頃
は
却
っ
て
よ
い
位
で
あ
っ
た
。

四
、
不
耕
栽
培
の
牧
量
は
、
耕
転
栽
培
の
そ
れ
に
比
し
て
一
般
に
劣
ら
や
、
輩
講
一
貫
白
地
嘗
牧
量
も
大
差
が
な
く
、
紬
乾
物
量
に
劃
す
る
殺

粒
重
量
の
割
合
は
梢
々
高
く
、

一
升
の
重
量
も
梢
々
重
い
や
う
ぞ
あ
る
。

本
質
験
に
よ
っ
て
、
多
く
の
研
究
課
題
が
提
起
さ
れ
た
が
、
更
に
賓
験
の
方
法
を
整
備
し
て
く
り
か
へ
し
、
そ
れ
が
確
誼
さ
れ
・
た
け
れ
ぽ
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